
お問い合わせ：⽣⻑の家千葉県教化部

千葉市中央区登⼾ 3-5-1 TEL 043(241)0843

大
地
は
神
様　

根
は
先
祖　

幹
は
両
親　

子
孫
は
枝
葉

枝
葉
に
花
咲
き　

よ
き
果
を
結
ぶ
は　

親
に
孝
養　

先
祖
に
供
養

会場でご参列いただけます。是非、教化部にお越しください！

先祖供養感謝祭

会 場：⽣⻑の家千葉県教化部 ⼤拝殿

持 ち 物：聖経『⽢露の法⾬』『天使の⾔葉』

zoom配信：ミーティングＩＤ 851 7046 5395、パスコード 0531

「命の樹」

　親と⼦と孫と祖⽗⺟と、ご祖先とは、

愛において⼀つに連なった「命の樹
き

」

のようなものである。それはまさに「樹

⽊」に等しいから、古いご祖先は根っ

こにあたり、若い⼦供や孫は枝葉や果

実に当たる。その果実が⽴派になるた

めには根を大切にして、よい養分を与

えることが大切だ。植物の養分なら適

当な肥料をあげるとよいが、⼈間の「命

の樹」では、愛念やお経（真理の⾔葉）

が⼼の肥料である。だから仏壇や神棚

などにたいして、毎⽇お経を誦
あ

果（自分）果（自分）

根（先祖）根（先祖）

大地（神様）大地（神様）

幹（

両
親）

幹（

両
親）

孝
養供

養

枝葉（子孫）枝葉（子孫）

　　　　　　　　　　　　　　　げ、線香やお花などをお供えするのはと

ても良いことで、こうして「命の樹」が栄え、良い果実（子供や仕事な


どの成果）が実ることになる。
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日 時：令和８年５５月１３１３日（水）10:00 ～ 12:00



死
産
ま
た
は
流
産
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
性
別
の
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

男
女
ど
ち
ら
に
で
も
適
す
る
名
前
を
付
け
く
だ
さ
い
。(

例
： 

光
・
円
・
操)

裏
面
に
命
日
を
定
め
て
お
書
き
く
だ
さ
い
。
　

　
※
自
分
に
流
産
児
は
な
く
て
も
、
親
や
兄
弟
・
姉
妹
に
中
絶
児
が
あ
れ
ば
供
養
し
て
あ
げ
て
く

　
　
だ
さ
い
。
大
い
な
る
功
徳
と
な
り
ま
す
。

夫
お
よ
び
妻
の
親
族
・
縁
族
の
先
祖
代
々
之
霊
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
※
と
り
わ
け
夫
の
［
父
方
・
母
方
］
の
御
先
祖
、
妻
の
［
父
方
・
母
方
］
の
御
先
祖
の
先
祖
代
々

　
　
の
霊
牌
は
ぜ
ひ
お
書
き
く
だ
さ
い
。

霊霊
牌牌
のの
書書
きき
方方

●●
一一
般般
霊霊
牌牌((

個個
別別
霊霊))

千千
葉葉
花花
子子
比比
女女
命命
之之

千千
葉葉  

光光

ち
　
ば  

は
な 

こ

ち
　
ば 

　
ひ
か
り

千千
葉葉
太太
郎郎
比比
古古
命命
之之

ち
　
ば   

た 

ろ 

う

千千
葉葉

ち
　
ば

宇宇
治治

う
　
じ

河河
口口

か
わ
ぐ
ち

飛飛
田田

と
び 

た

母母　　　　　　父父　　  　　  母母　　　　　　父父

妻妻　　　　　　  　　　　　　　　夫夫

●●
先先
祖祖
霊霊
牌牌((

○○
○○
家家
先先
祖祖
代代
々々
之之
霊霊))

●●
流流
産産
児児
霊霊
牌牌((

流流
産産
児児
おお
よよ
びび
死死
産産
児児
のの
霊霊))

昇
天
後
五
十
年
以
内
の
親
族
・
縁
族
の
個
別
霊
を
俗
名
で
お
書
き
く
だ
さ
い
。
特
に
丁
重
に
お
祀
り

し
た
い
場
合
は
五
十
年
を
過
ぎ
た
霊
様
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

女性は 男性は

そそ
のの
他他
大大
切切
なな
ここ
とと

ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
お
祀
り
し
ま
し
ょ
う
！

○
○
家
先
祖
代
々
親
族
縁
族
一
切
之
霊
位

○
○
家
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祖
代
々
親
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縁
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一
切
之
霊
位

○
○
家
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祖
代
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縁
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一
切
之
霊
位

○
○
家
先
祖
代
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親
族
縁
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一
切
之
霊
位

○
○
家
先
祖
代
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親
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縁
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一
切
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霊
位

○
○
家
先
祖
代
々
親
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縁
族
一
切
之
霊
位

○
○
家
先
祖
代
々
親
族
縁
族
一
切
之
霊
位

○
○
家
先
祖
代
々
親
族
縁
族
一
切
之
霊
位

○
○
○
○
比
古
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
女
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
女
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
古
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
古
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
女
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
女
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
古
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
女
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
古
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
古
命
之
霊
位

○
○
○
○
比
女
命
之
霊
位

父
方

母
方

母
方

父
方

父
方

母
方

母
方

父
方

◆
救
わ
れ
て
い
な
い
霊
は
直
系
の
方
々
よ
り
傍
系
の
方
々
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
親
族
、
縁
族
の
霊
す

　
べ
て
の
方
を
お
祀
り
し
ま
し
ょ
う
。

◆
霊
牌
を
書
く
と
き
は
真
心
を
込
め
て
魂
の
向
上
を
願
っ
て
お
書
き
く
だ
さ
い
。
教
化
部
へ
送
る
ま
で
は
仏
壇
に
安
置
し
、

　
灯
明
を
あ
げ
て
毎
日
聖
経
を
読
誦
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
宇
治
別
格
本
山
へ
送
ら
れ
た
霊
牌
は
一
年
間
宝
蔵
神
社
霊
殿
に
奉
安
祭
祀
さ
れ
、

　
翌
年
の
大
祭
で
淨
火
さ
れ
ま
す
。
谷
口
雅
春
先
生
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
お
諭
し
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
霊
牌
供
養
を
積
み
重
ね
る
ほ
ど
先
祖
は
悟
り
の
境
涯
に
入
り
、
神
通
力
で
子
孫
を
守

　
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

◆
霊
牌
の
奉
納
金
は
一
柱
に
つ
き
百
円
以
上
で
す
。

千千
葉葉
市市
中中
央央
区区
登登
戸戸
三三--

五五--

一一

生生
長長
のの
家家
千千
葉葉
県県
教教
化化
部部

℡℡
〇〇
四四
三三--

二二
四四
一一--

〇〇
八八
四四
三三

●
夫
と
妻
の
父
母
、
祖
父
母
、
ご
先
祖
様

●
父
方
の
親
族
、
母
方
の
親
族

●
自
分
の
兄
弟
姉
妹
、
配
偶
者
の
兄
弟
姉
妹

●
娘
の
婚
家
先
・
嫁
の
実
家
の
親
族

●
仲
人
や
恩
人
（
学
校
の
先
生
や
会
社
の
上
司
等
）

●
同
僚
・
友
人
（
お
世
話
に
な
っ
た
近
所
の
人
等
）

●
自
分
や
兄
弟
姉
妹
、
親
族
の
流
産
児

多多くくののごご先先祖祖様様のの霊霊牌牌ををままごごこころろ込込めめてて書書ききままししょょうう!!

祖
父

祖
父

祖
母

祖
母

祖
母

祖
母

祖
父

祖
父

母 父 母 父

夫
（
私
）

妻
（
私
）

夫夫のの御御先先祖祖ささまま妻妻のの御御先先祖祖ささまま

毎毎
日日
十十
回回
以以
上上
のの
聖聖
経経
供供
養養
をを
受受
けけ

「「
ここ
れれ
はは
一一
つつ
のの
生生
れれ
変変
りり
とと
同同
じじ
魂魂
向向
上上
のの
機機
会会
とと
なな
るる
」」

男
性
の
方
は
「
○
○
○
○
比
古
命
之
霊
位
（
俗
名
）

女
性
の
方
は
「
○
○
○
○
比
女
命
之
霊
位
（
俗
名
）

と
書
き
、
名
前
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

親
族
・
縁
族
・
供
養
も
れ
の
な
い
よ
う
に
三
十
柱
以
上
書
い
て
、




